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慢性関節リウマチとEBウイルス：
ウイルス抗体価による検討
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（整形外科学）　上野竜一、山本謙吾、
　　　　　　　　今給黎篤弘、三浦幸雄
（目的）　慢性関節リウマチ（rh　eumatoid　arthritis：
RA）とEpstein－Barr　virus（EBV）との関連は1970年
代後半からいわれてきたが、断定できるまでには
至っていない。我々はEBVに関連した各種抗体価
を測定し、RA臨床像との照合によりRAとEBVの関
連性を検討する。
（方法）　RA患者35例（リウマチ因子rheumatoid
factor：RF、陽性24例、陰性11例）と対照53例（変
形性関節症8例、痛風6例、多発関節痛を主訴とし
た患者7例、および健常人32例）について、それら
の血清中のEBV関連抗原であるEBVカプシド抗原
（viral　capsid　antigen：VCA）、EBV早期抗原（early
antigen：EA）、EBV核内抗原（EBV・nuclear
antigen：EBNA）に対するそれぞれの抗体価を測定
した。VCA、　EA抗体価は免疫蛍光抗体間接法で、
EBNA抗体価は免疫蛍光抗体補体法で行った．
　（結果）　①測定したすべての血清においてVCA－
IgG抗体陽性で、全員がEBV既感染者であった．
RA患者のVCA－IgG抗体価（平均2427倍）は対照
　（497倍）に比べ著しく高値であった。また、RA
患者の74％が640倍以上の高抗体価を示した。⑨
EBVの活性化の指標のひとつであるEA抗体価にお
いて、RA患者の抗体陽性率は69％、陽性平均抗体
価は102倍となり　（対照23％、43倍）、本患者の
EBV活性化が示唆された。これらの抗体に反し
て、③EBNA抗体価はRA患者において低値を示し
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た．VCA－lgG高抗体価を示す例にEB：NA抗体価低値　免疫電顕法では上記のII型肺胞上皮細胞や巨細胞
を示すものが多かった。さらに、RF価が高値を示
すにつれ、EBNA抗体価国恥を示す傾向がみられ
た。
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【二二歴】在胎37週3日にて仮死状態で出生した
9ケ月齢の男児。出生後7ケ出時に胸部レントゲン写
真で全肺野にびまん性に陰影を認め、肺炎を発症。
サイトメガロウイルス肺炎やカリニ肺炎を疑い、
薬剤投与するも症状軽快せず。諸種のウイルス抗
体検査のうち麻疹ウイルスの抗体価が上昇してい
たため麻疹肺炎と診断された。その後咽頭より
MRSAなども検出されされているため、ステロイド
パルス療法を開始するもDIC出現。プレドニゾロ
ン暫減療法を試みるが、不整脈頻回となり中止。
その後不整脈も消失し比較的落ち着いていたが積
極的治療にもかかわらず全経過2ケ月で死亡した。
　【病理組織学所見】両肺とも実質内出血をとも
なう間質性肺炎で、剥離したII型肺胞上皮細胞や
巨細胞が肺胞内や呼吸細気管支腔に見られる、い
わゆる巨細胞性肺炎の病像がみられ、それらの細
胞質や核内には封入体が見られた。また、酸素療
法によるびまん性肺胞上皮障害や、他にDICによ
る肺、肝、心室壁、腎孟、胃粘膜などの出血も合
併していた。肺の麻疹ウイルスモノクロナール抗
体やポリクロナール染色で、肺胞上皮や巨細胞な
どの核内や細胞質内封入体に免疫活性が陽性であ
った。またユビキチン抗体染色でもそれらは陽性
活性を示した。
【電顕所見】電顕的には上記の肺胞上皮性細胞や
巨細胞の核内、細胞質内封入体に麻疹ウイルスの
関連物質が認められた。即ち、麻疹ウイルスは中
等度電子密度の微細な穎粒状構造物、または直径
15－20nmの一部に申空解構造を示すフィラメント
状物質として細胞質や核内に見られ、この封入体
は麻疹ウイルスとみなされた。また、麻疹ウイル
スポリクロナール抗体によるimmunogoldを用いた
の主として細胞質内封入体のフィラメント状また
は穎粒状構造物に一致して金粒子が多数集合して
認められた。
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